
　本学会誌34巻 1号の編集が無事に終了し，発刊の運びとなりました．本号は原著論文を中心とした充実
した内容で構成されており，本学会が目指す臨床スポーツ医学の多様性と専門性を反映した構成となって
おります．
　原著論文では，高校部活動におけるトレーナーの活用と顧問教員の健康状態および満足度との関連を全
国調査した研究，腰椎分離症の予防を目指した運動プログラム介入の即時効果を検証したパイロットスタ
ディ，COVID-19 流行前後での茨城県内陸上競技大会における傷病調査，ランニングシューズのプレート
がランニング障害の原因となる下肢動作に与える影響を解析した研究など，現代のスポーツ医学における
重要なテーマが取り上げられています．
　特筆すべきは，鼠径部痛を訴えたスポーツ選手に対するMRI撮像の意義を明らかにした研究や，野球少
年のボールの持ち方の特徴を手・指の長さとの関連から分析した研究など，画像診断や動作解析といった
科学的手法を用いた実践的な研究が多数掲載されている点です．これらは臨床現場での診断・治療・予防
に直結する知見として，多くの会員の先生方にご活用いただけるものと確信しております．
　また，COVID-19 流行が競技会や選手のコンディションに与えた影響を検証した研究は，パンデミック
という特殊な状況下でのスポーツ医学の役割を考える上で貴重な記録となるでしょう．今後，これらの知
見をもとに，より安全で効果的なスポーツ活動の支援体制を構築していくことが期待されます．
　本号に掲載された研究は，成長期アスリートから生涯スポーツまで，また外傷・障害の予防から診断・
治療・復帰支援まで，幅広い領域をカバーしており，まさに「臨床スポーツ医学」の総合性を体現する内
容となっております．今後も本学会が，多職種連携による包括的なスポーツ医学の発展に貢献し続けるこ
とを願っております．

（中山晴雄）
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